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ふと車窓へ目をやると、そこには一面に美しい海が広がっていた。その景色に惹きつけ

られ、電車を降りて海へと向かった。 

海岸でまず圧倒されたのは、波打ち際に並ぶ無数のテトラポッドだ。自分が想像してい

たよりもはるかに大きく、その迫力に驚いた。さらに後ろを振り返ると、山陽本線を支え

る巨大な擁壁がそびえ立っており、あまりの高さに思わず「めちゃくちゃ高い！」と声が

漏れてしまった。 

テトラポッドに登ると、先ほど車窓から見たあの美しい海が、遮るものなく目の前に広

がっている。海と山、そして巨大な構造物が織りなす圧倒的な景色に、思わず時間を忘れ

て見入ってしまった。 


